
音声業務ソリューションで 
ピッキング効率、作業品質と 
人材の定着率を向上

採用事例

株式会社LIXIL 粕川物流センター 
ハネウェルボイスの導入で 
生産性が46％向上



初期導入で生産性46%アップ
導入の成果を社内で横展開

㈱LIXILは，2011年にトステム㈱，
㈱INAX，新日軽㈱，サンウエーブ
工業㈱，東洋エクステリア㈱の５社
が統合して誕生した建材・住宅設備
の最大手企業だ。

同社では，物流現場作業の効率化
を図るためにIT技術の活用を模索す
る中，音声認識技術の進歩に伴い音
声指示ピッキングの導入企業が増え
ていることに着目。情報システム本
部（旧IT推進本部）が企し，2011年
に日本ハネウェル㈱（旧ヴォコレクト
ジャパン）が提供する音声物流ソリュ 
ーション「ハネウェルボイス（旧製
品名 Vocollect Voice）」を採用した。

最初の導入現場となった茨城県下
妻市の部品センターでは当時，金属
製建材部品の入荷から入庫，ピッキ
ング，出荷，棚卸に至る一連の庫内
作業にハネウェルボイスによる音声
物流の仕組みを適用した。そのうち
ピッキング作業では，従来の紙のリ
ストを元にPDAを使いながらピッキ
ングしていた作業と比較して，生産
性が46％も向上する効果があった。
その他の作業の生産性向上も合わ
せ，計２名の“生人化”

に成功した。
この生人化という言葉は誤字で

はない。同社では人を省く“省人化”
ではなく，人を生み出すと書く。改
善することで削減した人員を生かし，
次の改善につなげるという意味が
ある。

この実績を得て，2012年からは
社内への横展開に着手した。その
展開先の一つが今回取材した㈱
LIXIL物流の粕川物流センターだ

（写真�）。
同センターは群馬県前橋市に位

置し，併設する粕川工場をはじめと

して国内外で生産されたエクステリ
ア商品を保管・配送する物流拠点と
なっている。ここでいうエクステリ
ア商品とは，カーポートやバルコニ
ー，テラスなど。施工前の部品の状
態で全国へ配送を行う。同センター
から直営店や販売代理店を経由し
て，最終的に施工業者に届く流れだ。
こうした物流センターは全国に15
拠点あり，受注した商品を当日発送
し，翌日には届ける物流体制を確立
している。

エクステリア商品は施工前の未
組み立て部品といえども大型のもの
ばかり。そのためセンターの庫内作
業はフォークリフトによる荷役が中
心だ。しかし「小物系」と呼ばれる
細かい部品も多数存在し，その数
は約１万点に及ぶ（写真❷）。この小
物系についてはフォークリフトを使
わず，人手を使ってピッキングを行

❶粕川物流センター

❷小物系部品の保管場所
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音声物流でピッキング効率と作業
品質向上，人手不足解消にも効果
粕川物流センター
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っていたことから，ハネウェルボ
イスの適用対象となったものだ。

2011年11月，茨城の部品センタ 
ー見学から始まった導入検討は，
テストデータを使ったトライアル
などを経て，翌2012年4月に正式
導入を決定。同年10月に本格導入
となった。導入数は音声端末計24
セットである。

2桁の棚番を元にピッキング
作業者が迷う時間を解消

使用機器としては，ハネウェル

製の音声端末「Talkman（トークマ
ン）」と専用ヘッドセットを作業者が
身に付ける（写真❸）。それに加えて
カートに備え付けのバーコードスキ
ャナとラベルプリンターを各作業者
で個々に使用するのが全体構成と
なる。

作業は，音声システムサーバか
らの音声指示に従って配送先単位
のオーダーピッキングで進める（図
表1）。この音声システムサーバは
基幹システムからピッキング指示デ
ータを受け取って，基幹システムに
はピッキング実績が反映される仕

組みだ。
まず音声システムから業務内容

を問われたら，番号で回答して業務
を選択。するとピッキングすべき部
品のロケーションが指示されるので，
カートを押して移動する。作業者が

「次（つぎ）」と応答すると，移動先の
ロケーションでピッキングする部品
の指示が来る。指示内容は，該当の
部品が入ったケースのチェックデジ
ット（棚番）と数量だ。

部品を必要な数だけピッキングし
たら（写真❹），バーコードスキャナ
で部品に記載されたバーコード（商
品コードとロットバーコード）をスキ
ャンする（写真❺）。それに応じてカ
ートに備え付けのラベルプリンター
から配送ラベルが都度印刷される
ので，部品に貼付する（写真❻）。こ
のスキャンとラベル貼付の作業は部
品１点ごとに繰り返し行う。

ピッキングが終わったら，出荷ピ
ットに一時保管する（写真❼）。出荷
ピットの各パレットは配送コースご
とに振り分けられ，トラックに積み
込んで出荷となる。

これら一連の作業について現場
責任者を務める岩井早瀬氏は，「指
示を受けながら移動する“ながら作
業”ができます」と，最初の移動の段
階から生産性向上にメリットがある
と指摘する。

図表1 音声ピッキングの流れ
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従来は最初に配送ラベルを印刷
し，そこに記載されたロケーション
を確認して移動していた。当然ラベ
ルを読む間に立ち止まる時間が発生
する。その節約効果が大きいという
訳だ。これには「１秒でも待つこと
は，それだけ人件費のコストがかか

る」という同社の基本的な考え方が
基礎にある。

さらに岩井氏は，移動中にロケー
ションの確認でラベルに目線が移動
することがないこと（アイズ・フリー）
にも触れ，「安全にも気を配れる」
メリットを強調する。

ピッキングの際，英数字が無機
質に並ぶ商品コードではなく，２桁
の棚番で指示を受けるので，商品を
探し当てる時間も早くなった。現場
責任者の今井正紀氏は「商品コード
と違って棚番なら迷う時間がありま
せん」を語る。
写真❽を見てほしい。部品の入っ

た段ボールには棚番と共に商品コー
ドが併記されている。何桁にも及ぶ
コードを目安にピッキング対象を探
すより，大きく明記された２桁の番
号を手がかりにする方が作業しや
すいのは明らかだろう。

スキャンする度に，配送ラベルが
１枚ずつ印刷されるようになった効岩井早瀬氏 秋葉 実氏 今井正紀氏

❹両手が自由（ハンズ・フリー）なのでピッキングがしやすい　❺ピッキングした部品のスキャン　❻配送ラベルの貼付　❼出荷ピットの様子　❽棚番が付与された
ロケーション
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果も大きい。従来は200枚程度のラベ
ルを最初に印刷していた。印刷が終
わるまで待ち時間が発生し，作業者
の行列ができてしまうことがあった
が，今は待たされることはない。

このラベルプリンターには東芝テッ
ク㈱製を使用している。配送ラベル
の印刷時に裏紙が自動的に剥離す
るので，作業者は手に取ってそのま
ま部品に貼付できる（写真❼）。この
仕組みの実現に当たっては，ラベル
用紙を詳細に吟味したほか，プリン
ター内部のローラーを変更するなど，
試行錯誤を重ねて実現したものと
いう。ハネウェルボイス導入で

システム構築支援を担当した㈱ケ
イ・アイ・エス・エスの代表取締役
社長・田中和弘氏によると「当初は
ラベル印刷のスピードアップや紙詰
まりの防止で苦労されましたが，今
回 の 導 入 に 企 画 から 携 わった
LIXIL情報システム本部と東芝テ
ック社の努力により解決しました。
いわばLIXIL仕様になっています」
ということだ。

ミス減少で品質維持に貢献
外国人雇用の円滑化に寄与

最初のトライアル時には，従来比
24.6％の生産性向上効果があると試
算していた。試算時における“生人
化”の効果は４人。23人の人員配置
を19人にできると考えられていた。

本格導入後の現在，目論見通りの
実績を挙げているということだ。

さらにセンター長の秋葉実氏は，
生産性に加えて品質面での貢献も評
価する。「当日の受注分を次の日に
届けるためにかなりタイトなスケ
ジュールで作業をしていますが，間
違えないことが絶対条件。１件でも
間違えると信用を失ってしまいま
す。ハネウェルボイス導入後，ミス
の発生は年間で１件あるかないかで
す」と語る。

秋葉氏はミスにつながる例とし
て，以前は配送ラベルを最初にまと
めて印刷していたことが災いして，
別のラベルを間違えて貼ったりする
ことがあったと教えてくれた。ピッ
キング中にラベルを紛失してしまう
こともあったという。

ミス防止には，ピッキングした部
品を一つひとつスキャンして確認し
ていることも奏功している。

前出の田中氏は，「ピッキングし
た部品のバーコードを全部スキャン
するのは正確性を確実に担保するた
めです。音声物流の場合，作業者が
コードを読み上げる確認方法もあり
ますが，絶対に間違えないことを重
視しました」と語る。作業スピード
を最速にしていくために，人の動き
と音声システムとのやりとりに秒単
位の配慮をした結果として，この方
式に行き着いたということだ。

同センターでは多数の外国人従業
員が作業に従事しており，本システ

         ムも日本語とポルトガル語
         で運用している。

こうした多言語対応（フリー・ラ
ンゲージ）もハネウェルボイスの特
長で，現在までに36か国の言語対応
が可能になっているという。

生産性や品質の向上に加えて，こ
の特徴は人手不足問題の解消にも寄
与する期待が大きい。外国人労働者
の雇用は国の制度上，限定的になっ
ているが，今後本格化することがあ
れば，スムーズに活用できるから
だ。

この人手不足問題への貢献につい
ては，田中氏によると，人材の定着
率が上がったというデータもあると
いう。

関連して，新採用の作業者がすぐ
活躍できることが挙げられる。秋葉
氏は「従来のハンディターミナル主
体の作業の場合，新人は色々なこと
を覚える必要がありました。 ハネ
ウェルボイスを導入したことで，採
用後すぐピッキング作業ができるよ
うになりました」と話す。複雑な操
作が必要ない“ストレス・フリー” 
も音声ピッキングならではのメリッ
トだ。

初心者とは逆に，熟練作業者のさ
らなる作業性アップに活かせる機能
もある。トークマンでは音声指示の
発語スピードを変えることが可能だ
が，多くの熟練作業者は「最速」設
定で作業をしているというのだ。そ
の分，ピッキングも最速で進む。

「我々がちょっと聞いただけでは分
からないくらいの速さですね」と，
今井氏は舌を巻く。

ハネウェルボイスは現在，岡部物
流センター（埼玉県深谷市）など複
数の物流センターでピッキング業務
に導入されている。いずれも台車を
使 った人手による業務だが，将来的
にはフォークリフトのオペレーター
が使うことも視野に入れる。同社と
しては，安全面を考慮しながらさら
に横展開にチャレンジする考えだ。

V田中和弘氏❾カートに埋め込まれたラベルプリンター
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